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指導目標系統表では，横軸に「問題解決の能力j を，縦軸に f自然の事物・現象j を配置した。函 1























































































































1-・の唱由通c.tt 生"の多緩慢t共通恒 生命の遥録性 生魯と憲績のかかわり 調車Eまの内海 蟻E事の表曲 l@J喝の周辺

















































































































日周運動と自転，年周運動 日j商運動と自転，年周運動 天体の日周運動，星座の年 日照運動と地球の自転との
と公転に関する事物・現象 と公転に関する事物・現象 周運動や太陽の南中高度の 関連，星座の年間運動や太
に進んで関わり，それらを について予想や仮説をも 変化に関する観察などの基 楊の南中高度の変化などと
科学的に探究しようとする ち，推論しながら追究し， 本操作を説明できるととも 地球の公転や地報!の傾きと
とともに，事象を自常生活 表現している。 に，観察の計画的な実施， の関連について基本的な概












































































































ろを 3 指導者側で条件や要素を絞り 3 予想や仮説をもたせ，推論させることを目指した。授業での様子
を見ると，地軸と日光が当たる軸(公転簡に対して垂直な線)とのずれが日照時間の変化の原因である
ことを説明し，季節毎の太陽高度や緯度による気温の変化などを推論できるようになった。また，定期






















































































































































































事象の時間的変化の要因を，制御した条件と関係付けて考察することができる . A 
根拠は明確でなくても，予想をすることができる 。 。
生活経験を振り返り，経験的な規則性や相互関係に基づいて推論することができる . 。
既知の規則i生や関係性から，他の事象の規員IJ性や相互関係を類推することができる . A 
観察，実験から得た情報を関係付けて考察することができる . . 
推論す力る 条件を制御した観察，実験の結果を根拠にして推論することができる 』‘ A 
観察 3 実験の結果から規則性や相互関係を見いだすことができる . A 
事実，経験，学んだことを区別し関連付けて推論することができる . . 
自に見えない事象を自に見えるものとしてイメージすることができる . . 










光の反射・屈折，凸レンズ {条件(制御)に重点化} 光の反射・屈折，凸レンズ 光が反射 3 屈折するときの
の働き，音の性質に関する 光の反射・屈折，凸レンズ の働き，音の性質に関する 規則性，凸レンズにおける
事物・現象に進んでかかわ の働きに関する事物・現象 観察，実験の基本操作を習 物体の位置と像の位置や大
り，それらを科学的に探求 について予想や仮説をも 得するとともに，観察，実 きさとの関係，音の発生と
しようとするとともに，事 ち，条件に著目して実験を 験の計画的な実施，結果の 伝わり方，音の高さと発音
象を日常生活との関わりで 計画し，表現している。 記録や整理などの仕方を身 体の振動の関係などについ
見ようとする。 光が反射・屈折するときの に付けている。 て基本的な概念や原理・法





























{導入と復習}絵本『かげと光とビー玉』の読み聞かせ，討論，実験 10 101 10 
2--r-γ瓦石瓦三万一一一一一一一一一一一一一一一一一一一------------一一----------一一一一-----------一一…一一一一一一一-一一丁-一-






{導入と復習}虫めがねで新聞紙を燃やすことに関する討論，実験 10 I 0 10 10 
5 I・「焦点j と f焦点距離Jに関する実験 I I () I () I () 
6 I 4 レンズのはたらき I I () I () I () 
7 I .凸レンズの像の位置や向き，大きさの規則性，実像・虚像 I () I 0 I 0 
8 I・凸レンズによってできる実像と虚像の作図 I I 0 I 0 I 0 
9 I 3 光が透明な物体を通るときの進みブ方王 I 10 
{実!験換 2]透明な物体にJ出jお1入りする光の道筋 I()IOIO 
;而JJi「一】1下Tr-一伊て了-町

























































































































































生命を維持するはたらきに I[条件に重点化1 I生命を維持するはたらきに i動物の体には，必要な物質
関する事物・現象について i生命を維持する働きに関す j関する観察，実験の基本操|を取り入れて運搬する仕組
興味・関心をもち，自分の|る事物・現象について予想|作を習得するとともに，観 iみや，不要となった物質を
体の日常的な現象と結びつ iや仮説をもち条件に着目し l察，実験の結果の記録や整 l排出する仕組みがあること




























9 . [実験 1]ヨウ素液を使ってデンプンに対するだ液のはたらきを調べる。
1 0 . [実験 2]ベネジクト液を使ってデンプンに対するだ液のはたらきを調べる。















i P a dによる拡大，実験での動画の活用
本校には iP a dが十数台設置されており，すべての授業で自由に利用することができる。中学校第
2学年の理科では3学期に気象の単元がある。そのため，その単元に向けて， 4月から授業の最初に気
象観測(天気，気温測定)を実施している。その際，見えにくさゆえに直接温度計の目盛りを読み取る
のが難しいため，教師が温度計を iP a dで撮影し，画面を拡大して目盛りを読み取らせるようにして
いる。その他にも， i P a dで教科書の図や実験の一部分を撮影して拡大して見せたり，実験の様子を













































































必要な条件を見いだすことができる 。 . 
必要な条件を制御した実験を計画することができる A . 
事象の量的変化の要因を 制御した条件と関係付けて考察することができる . A 
事象の時間的変化の要因を 制御した条件と関係付けて考察することができる . . 
根拠は明確でなくても，予想をすることができる 。 。
生活経験を振り返り，経験的な規則性や相互関係に基づいて推論することができる 企 A 
既知の規則性や関係性から，他の事象の規員Ij性や相互関係を類推することができる . . 
推論すカる
観察，実験から得た清報を関係付けて考察することができる . . 
条件を制御した観察，実験の結果を根拠にして推論することができる . . 
観察，実験の結果から規則性や相互関係を見いだすことができる . . 
事実，経験，学んだことを区別し関連付けて推論することができる . . 
自に見えない事象を自に見えるものとしてイメージすることができる . . 

















.WI SC-IV (中学部第 1学年時)
全検査(FSIQ) i平均の下一平均J
言語理解(VCI) i平均一平均の上J，ワーキングメモリー(WMI) i平均j























対象生徒の「問題解決の能力j の段階は， r物質の成り立ちJや「化学変化」の単元での観察 3 実験
における様子から検討した。桐が丘が作成した「問題解決の能力の要素チェックリストJでの判定を試
みたが，記載されている項目をもとに4つの段階のうちの 1つに絞ることができなかった。
そこで，先の単元で行われる観察，実験の 1つ 1つについて， 4つの段階ごとに達成すべき項目を整
理したチェックリストを作成し，判定を行った。しかし，そのチェックリストについても，適切な判定





本実践では， r条件J r推論j を重点的に育成することから，評価規準を学年相当のものから，指導
目標系統表「粒子j を参考に， r条件J r推論j の段階を意識したものに変更した。しかし 3 本単元の
それぞれの授業及び発問において，目標達成のレベルが同ーとは言えないため，評価基準の設定では f学








化学変化するときの物質の 化学変化と質量の保存，質 閉じた容器の中で化学変化 反応前後で物質の質量の総
質量が保存される現象や， 量変化の規則性に関する事 を起こして反応前後の質量 手IJが等しいことや，化合す
金属の酸化によって質量が 物・現象について予想や仮 を測定する実験や，金属を る物質の質量;の間には一定
増加する現象に進んでかか 説をもち，条件に着目して 酸化させたときの質量の変 の関係、あることについて，
わり，それらを化学的に探 実験を計画したり，推論し 化を測定する実験の基本操 基本的な概念や原理・持付員Ij
究しようとするとともに 3 ながら追求したりして，表 作を習得するとともに，結 を理解し，知識を身に け







































4 I 【荷台1寺の復習]前fI寺の実験 2の結果を振り返る
-作業 1 実験2の結果をグラフに表す
発!?司4 r銅のJ貞量と，酸化銅の質量にはどのような関係があるか」































































































































































































事例報告 3，事例報告4では， i問題解決の能力チェックリストjを実際に作成し， i評価項目 jと f学
習活動の段階性」を踏まえて実態把握と評価を試行した2事例について報告する。
(文責:小山信博)









「てこの規則性j を通して「推論する力j を重点的に育てる。また，中学校では， i問題解決の能力」
を総合的に活用することを前提に， i科学的に探求する能力の基礎Jとして， i力と圧力Jや「運動の


























































事象の量的変化の要盟を1 制御した条件と関係付けて考察することができる 片る方のばねばかりの憧が変わったとき 3 もう片方のばねばかりの髄が変わったからであると考えることができ
事象の1楠的変化の要国を1 制御した条件と関採付けて考察することができる
担拠は明確でなくても，予想をすることができる 物体さを障制iから2つのばねばかりで51いたとき 3 片方の髄を国定していれば，もう片方の髄を予想することがでる

















項目が見られるが， i推論する力jには， 1 ""'-'亘段階の評価項目が4つ見られる。そこで，本単元では，
「推論j に指導呂標を重点化することとした。

















力のつり合い，運動の速さ {推論に重点化} 力のつり合い，運動の速さ カがつり合うときの条件，
と向き，力と運動に関する 力のつり合い，運動の速さ と向き，力と運動に関する 合力や分力の規則性3 運動 i
事物・現象に進んでかかわ と向き，力と運動に践する 観察，実験の基本操作を習 の速さと向き，物体に力が
り，それらを科学的に探求 事:物・現象について予想や 得するとともに，観察，実 働くときと{動かないときの
するとともに，事象を日常 仮説をもち，推論しながら !験の計画的な実施，結果の 運動の規則性などについて
生活とのかかわりでみよう 追究し，表現している。 記録や整理などの仕方を身 基本的な概念や原理・法良IJ


























































ゴムを点Oまでのばすとき， 2本のばねばかりで力 1本のばねばかりに対して 2本のばねばかりで力
評価基準






















比較によワ事象の差異点を見いだすことができる 2力を角同度じ働が/きi、をさす場る合]つの力きの大場合きさを比較較しして差力異点大を見さい差だす異ことがでだきる2の い と大い を比 て3 のきに 点を見いすことができる
比較により事象の共通点を見いだすことができる
比較により事象を分類することができる
事象の変化を捉えることができる 2力すの免度とを変捉化えさせたり， 2 jJのうちの一方の力の大きさを制御することで;つりあうために必要なjJが変
係付関カける
化るこを ることができる
事象の変化iこ要因があることに気づくことができる 2jJとカ同じはたらきをすきる lつの力力((合分j力])に気 づくことができる]つの と!奇じはたら をする2 に付くことができる
事象の変化の要問を与えられた条件と関保付けることができる 斜面上の物体にはたらく力を重力ど垂直読力を関孫付けて合力から説明できる
与えられた条fLI:t関係付けることで事象の変化の要因を見いだすことができる 斜面上の物体iこはたらくjJとして3 重力と垂直抗力とその合力に言及できる
条件を制調lする必要性に気づくことができる ]つ気の付力と同じはたらさをする2力のっち合いの実験をするために， 1つのばねばかりの植を一症に楳つ必要唱に くことができる
条件を与えられれ11，変える条fq:，変えない条刊を ~ïJ断することができる ]つの力定と偶じはた]ら!iHさ新をすきる2力の大きさを変える実験のために， 3 jJのうち， 1つの力と2jJのうちの}，-方を罰することを でる










る を大きくした場の2力の大き を 推することができる
観察，実験かち得た情報を関係付けて考察することができる ]つの力きと詞じはたらきをする2jJのつり合いの実験から}それぞれのjJと2jJの合力のIM孫性を考察することがでる。
条件を制禅した観察，実験の結果を根拠にして推論することができる ]つのjJt度同じ!itこらきをすする2jJのつり合いの実験やにおいて角2産jと]のう関ち自の一方の力の大きさがをで制き調るしたり?2jJ持の角 を制調したり ることで，jJの大きさ 2jJ罰の の係性を推論すること
観察，実験の結果から規則性や担互関係を見いだすことができる ]つのjJC同じはたらきをする2力のつり合いの実験から 3 もとの力と合力や分jJの関係性を見いだすことができる
事実，経験1 学んだことを区別し関連付けて推論することができる





























































1 .単元名 天気とその変化 F気象観測と雲のでき方j
「雲のでき方」は， I地球j における「地球の表面j に属する内容の構成となる。直接的な内容の関
連は，中学校では第2学年で初めて扱われるが，小学校第 5学年 f天気の変化j から接続し，中学校第
3学年「自然の恵みと災害」の一部へと接続する。
内容の系統性と「問題解決の能力j に着目すると，小学校で、は，第 3学年 f太陽と地面の様子」を通
して「比較するカJ，第4学年 f天気の様子Jを通して「関係付-ける力J，第5学年「天気の変化」を
通してと「条件を制御する力j を重点的に育ててきた。また，中学校では， I問題解決の能力」を活用


















































































E 教員の解説や指示を受けながら行える V 与えられた課題を自らの力で行える
E 教員の指摘を受け資料等を確認すれば行える VI 主体的に自らの力で行える
評価項呂 学習活動の段階性























.唱さ守 一、ヨエ一 同国ι一 、u“ ι、担品 ~- 宮R ，、車











，完落差、 ふた引 も 占品 開 L 民登人ふるζ 。














きていると捉えた。他方， i推論する力Jにおける 9項目中 7項目は，教員の解説や指示がなければ，
他の事象であっても難しさがあると推察される。




















-気象観測や水蒸気の変化， 【推論に重点化】 -気象観測や水蒸気の変化， -気象観測の項目 3 飽和水
雲の発生，気圧と風に関 -気象観測や水蒸気の変化， 雲の発生，気圧と風に!謁 蒸気量の温度変化，湿度，
する事物・現象に進んで 雲の発生，気圧と j誌に関 する観察，実験の基本操 雲の発生，気圧 3 高気圧
かかわり，それらを科学 する事物・現象について 作を習得するとともに 3 と低気圧の性質などにつ
的に調べようとするとと 予想や仮説をもち，推論 観察，実験の計画に沿っ いて基本 I~\Jな概念、や原
もに，事象を日常生活と しながら追究し，表現し た実施，基本的な結果の 理・法貝りを理解しp 知識




































5 オレンジジュースの果汁率，眼鏡をかけている人の割合，男女比 → 部分/全体x1 0 0 
6 -雲のでき方 気圧の低下と温度変化
実験 1 空気の圧縮と膨張と温度変化 実験 2 空気の膨張



























































































推事 条件を制御した龍察3 実験の結果を根塊!こして推論することができる 接結核の有無による雲の発生の違いの実験から空気中の微粒子(塵)の存在を推論することができる


















耳 教員の解説や指示を受けながら行える V 与えられた課題を自らの力で行える
直 教員の指摘を受け資料等を確認すれば行える VI 主体的に自らの力で行える
評価項自 学習活動の段階性




















へ一ー，一τもー二令4 んノ ン。1 ノシ ン、 ノ
山頂での菜子袋の諜子から高度上昇による気圧の抵下と気体の膨張を推誌できる 。
納前向品備抑計電制車山信数í1Yì~ÉÌ1}験反 比一 色 E長 三 五Q三 ん〆 ンJ 。μ 一・叫 鋪川・】 一-ノ♂d Nーιμ、 、巴叫ん よ:>'".3..一{υ ノ?シ〈んーヘ 〆ノ〆ノ ー ノ
!務句、I.'HJ 曹 、ラ 一
主
























は小学校4年生， r条件を制御する力j は小学校5年生， r推論する力j は小学校6年生ができそうな
程度を意識していくと作りやすくなると感じた。





















して評価に)=!iv ¥ることや， 1学習活動の段階性」を用いて 6段階で評価する手続きを提案することができ






































1 3)村山哲哉・森田和良 (2011) [平成 23年版]観点別学習状況の評価規準と判定基準 小学校理
科，図書文化.





1:1ヨ教育の創造と展開 1 肢体不自由のある子どもの教科指導Q&A~ i見えにくさ・捉えにくさ」
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